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外科領域におけ るCefadroxi1の 使用経験

新井健之 ・山田良成 ・斉藤敏明

川崎市立川崎病院外科

1)Cefadroxi1を 外科的感染症32症 例に内服投与せ しめ,そ の効果 を 臨 床 的,細 菌学的に検討

し,更 に副作用につ き検討 した。

2)疾 息別に検討す ると痂の6例 全例,膿 瘍8例 中6例,炎 症性粉瘤2例 全例,急 性乳腺炎7例

中5例 お よび他疾息5例 に有効で,や や有効4例,無 効4例 であ った。

3)分 離菌別に検討すると Staphylococcus aureus は8例 中7例 に有効,1例 にやや有効であ り,

Escherichia coil 2例 中有効1例,や や有効1例 であった。他の菌は1例 ずつで,こ の うち Klebsiella,

Pseudomonas aeruginosa には無効 であ った。

4)MICを16株 に測定 し得たが,  Staphylococcus aureus, Escherichia coli, Klebsiella, Proaeus

mirabilis の8例 は12.5μg/m1以 下 で, Pseudonzonas aeruginosa は100μg/m1以 上 であ った。

5)副 作用は全例に認めなか った。

は じ め に

Cefadroxilは 米国ブ リス トル社研究所において開発 さ

れた新 しい経 ロ用半合成 セファロスポ リン系抗生物質で

ある。 グラム陽性お よび陰性菌 に対 し広範な抗菌 スペ ク

トルを有 し,Cephalexinと 同等あ るいはそれ 以上の効

果が あると言われ る。私達は当薬剤に対す る臨床治験の

機会を得たのでこの結果を報告す る。

対 象 症 例

1978年6月 よ り1978年10月 迄に当院外科にて通院 また

は入院加療 した外科的感染症32症 例を対象 とした。年令

は19才 より70才 にわた り,男 子13例,女 子19例 であっ

た。 その疾患別内訳 は 癒6例,膿 瘍8例,炎 症性粉瘤

2例,急 性乳腺炎7例,急 性胆嚢炎1例,右 足部感染1

例,急 性肺炎1例,急 性膀胱炎1例,左 乳房切断術後創

感染1例,リ ンパ管炎1例,リ ソバ腺炎1例,毛 髪 嚢胞

1例 および急性膀 炎1例 である。

臨 床 検 討 法

Cefadroxi1投 与は1日 量750mgが30例,1、500mg

が2例 で全例1日9回 に分けて内服せ しめた。投与期間

は2日 か ら25日で総使用量は1.50gか ら18.75gで あ っ

た。

臨床効果は次の ように判定 した。

1)有 効(Table中(++))

i)初 診時0本来 な らば切開等外科的処置の適応 と思わ

れる症例 で局所所見 が著 明であ るが本剤 を待期的に投与

し,本 剤投与後3～5日 以内に 自他覚的症状,所 見の改

善がみ られ,外 科的処置を行 うことな く治癒 し,そ の後

症状の再然を見ないもの。

ii)補 助的外科処置(切 開等)を 加えた後,炎 症所見

の改善,細 菌 の早期消失を認 め,外 科処置に比 し,本剤

使用が よ り有意義と判断 され7～8日 で治癒 したもの。

2)や や有効(Table中(+))

有効例に比 し自他覚的症状,所 見が軽いかまたは自他

覚的症状,所 見 の改善がやや遅延 したが本剤のみで治癒

した もの。

3)無 効(Table中(-))

本剤投 与中 自他覚的症状,所 見が不変 または増悪した

もの℃

細菌学的効果判定は次のよ うに行った。

a:菌 消失,b:菌 減少,c:菌 消失せず,d:菌 消

失す る も再発,e:不 明

成 績

32症 例個 々の成績はTable1に 示す とお りである。

これ ら32症例を疾患別に分け,そ の主なものを検討す

る とTable2の 如 くである。癌は6例 で起炎菌はまちま

ちであるが臨床的には全例有効で細菌学的には菌の検出

できた4例 中3例 に菌 の消失をみている。膿瘍は8例 中

臨床的に6例 に有効で細菌学的には4例 に菌 が 倹 出 さ

れ,菌 消失2例,菌 の消失 しない もの1例,菌 は消失す

るも他菌に変わ ったもの1例 である。炎症性粉瘤の2例

は共に臨床的に有効で細菌学的に も菌消失をみている。

急性乳腺炎は7例 あ り,臨 床的に有効5例,や や有効1

例,無 効1例 である。 この うち2例 に細菌が検出され,

共に菌の消失 をみている。

分離 された菌種別に検討 したのがTable3で ある。

Staphylococcus aureus が最も多く8例で臨床的に有効

7例,や や有効1例 で無効例はなか った。細菌学的には

8例 中7例 に菌消失をみた。Escherichia con は2例 に
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Table 2 Clinical results classified by disease

Table 3 Clinical results classified by causative bacteria
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Table 4 MIC against causative bacteria

検出され,臨床的に有効1例,や や有効1例 で細菌学的に

は菌消失1例,菌 消失する も他菌再現1例 であった。他

に Klebsiella, Proteus mirabilis, Micrococcus, Diplococcus

pneumoniae, Diplococcus, Pseudomonas aeruginosa 各

1例 で, Klebsiella と Pseudomonas aeruginosa は臨床

的に無効で細菌学的にも菌消失をみなか った。 この菌以

外の菌は共に臨床的に有効で細菌学的に も菌 消失をみて

いる。

分離された菌16株 中MICを 測定 し得たものはTable4

の如 く9株 であ る。Staphylococcus aureus は5株 で,う

ち4株 は0.78～3.12μg/mlで1株 は6.25μg/m1で あ

った。他はi株 ずつで Escherichia coil は0.78μg/m1,

Klebsiella は13.5μg/m1, Proteus miralrilis は12.5μg/

mlで  Pseudomnonas aeruginosa の み100μg/m1以 上

であった。:

副作用は自他覚的症状,所 見,血 液検査,肝 機能,腎

機能,そ の他を検討 したが32例 全例に異常を認めず,副
き

作用のために本剤投与を中止 した症例はなか った。

考 察

Cefadroxilは新 しい経 口用半合成 セファロスポ リン系

抗生物質でグラム陽性お よび陰 性菌に対 し広範囲な抗菌

スペク トルを持ち,そ の抗菌 力は Streptococcus pyogen

es では Cephalexin 以 上, Streptococcus pneumoniae,

Staphylococcus aureus 等 で はCephalexinと ほぼ 同 等

と言われている。私達は今回上記の如く外科的感染症症

例32例に(嫉ad20xi1を 経 口投与 し,そ の効果 を検討 し

た。

Cefadroxi1の 臨床的効果は有効24例,や や有効4例,

無効4例 であ り,細 菌学的には繭 を検 出し得た16例 中12

例に菌 消失 をみ てお り,特 に  Sta'hvlococcus aureus と

Escherichia coil に対するMICを 参照すると外科領域

の感染症に対 し本剤感受性菌 保有症例には優れた効果 が

期待できる。 しか しMICに 関 しては まだ症例 も少な く

今 後更に検討すべ きと考えている。

Cefadroxi1の 投与は1日750な い し1,500mg2～25

日間,1.50～18.75gに わた ったが 自他覚的症状,所

見,血 液,肝 機能,腎 機能 等を検討 して全例に副作用を

認 めず,安 全な薬剤 と考え られ る。
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PRELIMINARY CLINICAL TRIALS WITH CEFADROXIL

IN THE SURGICAL FIELD

TAKEYUKI ARAI, YOSHINARI YAMADA and TOSHIAKI SAITO

Department of Surgery, Kawasaki Municipal Kawasaki Hospital,

Clinical studies of cefadroxil were made on 32 cases in the surgical field, and the following conclu-

sions were obtained.

1. As to the clinical effects, cefadroxil was remarkably effective in six cases with furuncle, six

cases with abscess, two cases with infected atheroma, five cases with acute mastitis and five cases with

other infection, and was effective in four cases and not effective in four cases.

2. As to the bacteriological effects, cefadroxil was effective against Staphylococcus aureas, Escherichia

coli and several Gram-positive and -negative species, but was not effective against Pseudomonas aeruginosa.

3. MICs of five strains of Staphylococcus aureus, one strain of Escherichia7coli, one strain of Klebsiella

and one strain of Proteus mirabilis were ranged between 0.78•`12.5ƒÊg/ml of the drug, while those of

one strain of Pseudomonas aeruginosa were higher than 100ƒÊg/ml.

4. Cefadroxil was administered at the dose of 750•`1500 mg for 2•`25 days. No side effects were

observed in the liver, kidney and hematopoietic system.


